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裏
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1２１

党
区
議
団
は
十
月
十
八
日
、

武
井
区
長
に
、
区
民
生
活
に

か
か
わ
る
八
項
目
の
『
緊
急

要
望
書
』
を
提
出
し
ま
し
た
。

要
望
内
容
は
、


特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

中
高
生
プ
ラ
ザ
な
ど
、
区
民

要
望
の
強
い
施
設
の
建
設
を

す
す
め
る
た
め
、
南
麻
布
四

丁
目
の
自
治
大
学
跡
地
な
ど

を
低
廉
な
価
格
で
払
い
下
げ

る
よ
う
国
に
求
め
る
こ
と
。


住
民
か
ら
反
対
の
声
が
強

く
上
が
っ
て
い
る
六
本
木
・

虎
ノ
門
地
域
の
再
開
発
は
、

近
隣
住
民
が
納
得
す
る
ま
で

進
め
な
い
こ
と
。


介
護
保
険
法
改
悪
に
よ
る

入
所
者
へ
の
負
担
増
の
実
態

を
詳
細
に
調
査
し
、
利
用
料

の
減
免
、
社
会
福
祉
法
人
へ

の
支
援
を
行
う
こ
と
。


交
通
不
便
地
域
を
解
消
す

る
た
め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

を
運
行
し
、
七
十
歳
以
上
の

希
望
者
へ
の
無
料
パ
ス
の
支

給
を
。


出
産
・
育
児
祝
金
の
支
給
、

教
育
に
か
か
る
負
担
軽
減
な

ど
、
子
育
て
支
援
策
の
強
化
。


障
害
者
「
自
立
支
援
」
法

案
を
拙
速
に
決
め
な
い
よ
う

国
に
働
き
か
け
る
こ
と
。

…
な
ど
で
す
。

武
井
区
長
は
、
「
ど
の
項

目
を
と
っ
て
も
、
港
区
に
は

重
要
な
課
題
。
い
た
だ
い
た

要
望
は
検
討
し
ま
す
」
と
答

え
ま
し
た
。

十
月
十
九
、
二
十
日
、
区
内

の
福
祉
会
館
で
「
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
福

祉
会
館
の
各
種
教
室
で
作
っ
た

作
品
、
自
主
グ
ル
ー
プ
で
作
っ

た
作
品
の
展
示
な
ど
、
玄
人
は

だ
し
の
腕
前
の
作
品
が
並
ん
で

い
ま
し
た
。

青
南
福
祉
会
館
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
お
昼
時
、

参
加
者
に
焼
き
そ
ば
と
豚
汁
が

振
る
舞
わ
れ
み
な
さ
ん
大
喜
び
、

屋
上
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

踊
り
や
楽
し
い
集
い
と
な
り
ま

し
た
。
青
山
福
祉
会
館
で
は
体

育
館
を
使
っ
て
の
カ
ラ
オ
ケ
、

マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

10
月
18
日
、
区
長
に
緊
急
要
望
書
を
提
出

二
〇
〇
四
年
度
決
算
は
九

三
億
円
の
黒
字
、
決
算
段
階

で
の
基
金
残
高
が
九
百
億
円
、

九
月
末
現
在
九
五
四
億
円
、

区
政
史
上
最
高
の
基
金
と
な
っ

て
い
ま
す
。

監
査
委
員
も
審
査
意
見
書

で
は
「
経
常
収
支
比
率
は
今

年
度
も
適
正
水
準
を
維
持
し
、

基
金
残
高
も
過
去
最
高
と
な

る
な
ど
、
財
政
構
造
の
弾
力

性
に
富
ん
で
い
る
今
、
区
民

福
祉
の
向
上
の
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
区
民
要
望
に
的
確
に

応
え
、
迅
速
・
柔
軟
で
効
率

的
な
財
政
運
営
を
図
る
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
る
。
「
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」

と
い
う
原
則
を
踏
ま
え
つ
つ
、

区
が
培
っ
て
き
た
力
を
発
揮

し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
向
け
て
積
極
的
な
施

策
の
展
開
を
期
待
す
る
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

党
区
議
団
は
、
こ
の
豊
か

な
財
政
を
区
民
の
た
め
に
使

う
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、

■
出
産
祝
金
の
支
給
、

■
児
童
手
当
に
つ
い
て
、
港

区
独
自
の
拡
大
を
図
る
こ
と
。

■
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
な
ど
子
育

て
用
品
の
貸
出
制
度
の
創
設
。

■
保
育
料
の
引
き
下
げ
を
行

う
こ
と
。

■
教
育
に
か
か
る
父
母
負
担

の
軽
減
を
図
る
こ
と
。

■
区
立
保
育
園
の
増
設
、
児

童
館
の
増
設
を
行
う
こ
と
。

■
介
護
保
険
料
の
抜
本
的
な

減
免
制
度
を
行
う
こ
と
。

■
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

に
寿
商
品
券
贈
呈
事
業
と
は

別
に
長
寿
祝
金
の
支
給
を
。

■
介
護
手
当
の
支
給
な
ど
を

早
急
に
取
り
組
む
こ
と
。

…
な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

併
せ
て
、
多
く
の
区
民
か

ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
「
も
う

高
層
ビ
ル
は
い
ら
な
い
」
、

「
再
開
発
に
歯
止
め
を
」
と

い
う
声
を
正
面
か
ら
受
け
止

め
、
森
ビ
ル
な
ど
大
企
業
が

す
す
め
る
環
境
破
壊
と
住
民

追
い
出
し
の
再
開
発
事
業
へ

の
補
助
金
を
や
め
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

特別区債・積立基金現在高の推移

福
祉
会
館
で

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

区長に緊急要望を提出する党区議団

惣門が化粧直し



自
民
・
公
明
政
権
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
ホ
テ
ル
コ
ス
ト

と
称
し
て
、
部
屋
代
、
食
事
代
を
自

己
負
担
に
し
ま
し
た
。
入
所
者
や
施

設
に
十
分
な
説
明
も
な
い
ま
ま
十
月

一
日
か
ら
実
施
を
強
行
し
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
入
所
者
や
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
利
用
者
が
大
変
な
負
担
増
に

な
る
実
態
を
示
し
、
お
金
が
な
け
れ

ば
特
養
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
も
で
き
な

い
こ
と
、
保
険
料
を
払
っ
て
い
な
が

ら
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
か
ら
排
除
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
港
区
と
し

て
減
免
制
度
を
つ
く
る
よ
う
提
案
し

ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
食
事

代
（
五
百
円
）
が
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
が
、
そ
の
分
を
港
区
が
全
額
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
同
じ
在
宅
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
食
費
、

滞
在
費
の
負
担
の
軽
減
策
の
実
施
を

求
め
ま
し
た
が
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

は
「
施
設
入
所
と
同
じ
に
考
え
る
」

と
拒
否
し
て
い
ま
す
が
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
が
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
区
の
考
え
は
矛
盾
し

て
い
ま
す
。

特
養
ホ
ー
ム
の
利
用
者
負
担
や
居

住
費
な
ど
に
社
会

福
祉
法
人
の
減
免

制
度
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

介

護

保

険

特別養護老人ホームの入所者の負担額増
（現在の多床部屋と個室の比較）

（単位：万円）

現 行 １０月１日以降

《社会福祉法人の軽減措置（減免）を受けられる人》

◆年間所得150万円以下、預貯金額350万円以下の方が対象（申請が必要）

◆対象者は、利用者段階が第１段階から第３段階の方

◆利用者負担(１割負担)＋居住費＋食費の合計額の１/４を減免

（老齢福祉年金受給者は１/２）

◆利用者負担額は１ヶ月内での費用負担です。

利用者

段 階

利用者

負担額

１割

負担
居住費 食費

利用者

負担額

１割

負担
居住費 食費

第１段階 2.5 1.5 ０ 1.0 5.0 1.5 2.5 1.0

第２段階 4.0 2.5 0 1.5 5.2 1.5 2.5 1.2

第３段階 4.0 2.5 0 1.5 5.5 2.5 5.0 2.0

第４段階 5.6 3.0 0 2.6 8.1 2.9 6.0 4.2

青
山
小
学
校
は
、
明
治
八
年

に
開
校
以
来
、
今
年
で
百
三
十

年
を
迎
え
ま
し
た
。

十
一
月
十
二
日
、
百
三
十
周

年
の
記
念
式
典
と
祝
賀
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
体
育
館
で
開
か

れ
た
記
念
式
典
は
、
学
校
長
や

来
賓
の
挨
拶
の
後
、
百
三
十
年

の
歩
み
の
ス
ラ
イ
ド
、
児
童
の

歌
な
ど
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
催

し
と
な
り
ま
し
た
。

午
後
は
、
祝
賀
会
が
梅
窓
院

の
祖
師
堂
で
開
か
れ
、
卒
業
生

や
歴
代
校
長
な
ど
が
交
流
し
ま

し
た
。
先
生
方
の
バ
ン
ド
演
奏

も
あ
り
楽
し
い
集
い
と
な
り
ま

し
た
。

「
都
立
高
校
な
ど
二
一
校
に
ア

ス
ベ
ス
ト
調
理
釜
」
、
「
給
食
の

炊
飯
器
に
ア
ス
ベ
ス
ト
…
福
岡
の

三
二
校
分
」
―
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

記
事
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

区
立
小
・
中
学
校
の
給
食
室
の

回
転
釜
の
パ
ッ
キ
ン
や
断
熱
ボ
ー

ド
な
ど
で
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
も

の
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
党
区
議
団
は
、
劣
化

に
よ
っ
て
壊
れ
た
り
す
る
前
に
、

早
急
に
部
品
の
交
換
、
機
器
材
の

交
換
を
求
め
ま
し
た
。
教
育
委
員

会
は
「
早
急
に
対
応
す
る
」
こ
と

を
約
束
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
区
立
保
育

園
な
ど
給
食
調
理
機
器
材
の
調
査

を
急
ぎ
、
部
品
の
交
換
、
機
器
材

の
交
換
な
ど
を
行
う
こ
と
を
要
求

し
ま
し
た
。

区
長
は
、
「
速
や
か
に
調
査
を

行
い
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
ま
す
」

と
答
え
ま
し
た
。

学
校
給
食
な
ど
区
施
設
の

調
理
機
器
材
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を

港
区
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
介
護
老
人
保
健
施
設
、
郷

土
資
料
館
、
中
高
生
プ
ラ
ザ
な

ど
、
区
の
基
本
計
画
の
施
設
建

設
を
実
現
す
る
た
め
、
国
が
売

却
の
方
針
を
持
っ
て
い
る
自
治

体
学
校
跡
地
（
約
一
万
二
千
㎡
・

南
麻
布
四
丁
目
）
、
東
京
税
関

品
川
住
宅
跡
地
等
（
約
一
万
㎡
・

港
南
四
丁
目
）
、
高
輪
公
務
員

住
宅
跡
地
（
約
二
千
七
百
㎡
・

高
輪
一
丁
目
）
な
ど
を
購
入
す

る
方
針
を
決
め
、
取
得
に
向
け

て
国
と
交
渉
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
前
々
か
ら
国

有
地
を
無
償
譲
渡
、
無
償
で
借

り
る
こ
と
、
安
い
地
価
で
借
り

る
こ
と
、
低
廉
な
価
格
で
購
入

す
る
こ
と
な
ど
を
提
案
し
て
き

ま
し
た
。
十
月
十
八
日
、
区
長

へ
の
緊
急
要
求
で
も
国
有
地
の

取
得
に
つ
い
て
も
申
し
入
れ
ま

し
た
。

青
山
小
学
校
130
周
年
迎
え
る

児
童
が
発
案
し
た

ホ
タ
ル
の
人
文
字

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
の
た
め
に

自
治
大
学
校
跡
地
な
ど
の
購
入
方
針
決
め
る
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